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平成２９年５月３１日亀岡市教育委員会会議録 
 
 
１ 開会  午前１０時４５分 

閉会  午後 ０時１５分 
 
２ 出席委員 

  田 中  教育長 
  関    教育長職務代理者 
  吉 岡  委 員 

江 口  委 員 
若 本  委 員 

 
３ 欠席委員 
     な し 
 
４ 出席事務局職員 
     山 本  教 育 部 長 

  和 田  次長兼総括指導主事 
  片 山  教育総務課長 
  土 岐  学校教育課長 

河 原  社会教育課長兼中央公民館長 
大 西  社会教育課人権教育担当課長 

    大 石  学校給食センター所長 
    内 藤  図書館長 
    黒 川  文化資料館長 
    難 波  教育研究所長 
    中 川  教育総務課副課長兼総務係長事務取扱 

 
５ 傍聴者 

０名 
 
６ 議事の大要 
（１）開会 

○教育長が開会を宣言。 
 
（２）前回会議録の承認 

平成２９年４月２６日に開催した定例会の会議録について、一部文言の

修正を行い承認した。 
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（３）教育長からの報告 

 ○教育長から以下の報告があった。 

 

◎亀岡市関係 

・市立小学校研究会総会を４月２６日に開催した。 

・亀岡光秀まつりに参加をした。沿道に多数の観覧があった。 

・５月８日に校園長会議を開催した。 

 

◎国・府等の関係 

・近畿都市教育長協議会定期総会が、守口市で開催され出席した。 

・全国都市教育長協議会定期総会・研究大会が奈良市で開催され出席した。 

・南丹地区幼・小・中・高連絡協議会総会が南丹市で開催され出席した。 

 

 

（４）議 事 

議案番号 件   名 

第２号議案 亀岡市社会教育委員の委嘱について 

第３号議案 
亀岡市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例施

行規則の一部を改正する規則の制定について 

 
○第２号議案について教育部長が議案説明を行った。 
・第２号議案について、退職等により欠員となった委員について、関係団体か

ら推薦を得て新たに委嘱するため同意を求めるものである。 
 

○説明を受け、委員から次の質問・意見があった。 
委 員  一部在任期間が長期となる委員がいるが、活性化を図る必要がある

のではないか。 
 
事務局  次期委嘱時に対応を検討したい。 

 

委 員  女性委員の比率が変化していないので、５割に近づくよう努められ

たい。 

 

事務局  現在、委員１２人中女性は５人である。 

推薦をいただく団体の状況にもよるが、女性比率を引き上げるよう

努めていきたい。 
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○第２議案について原案どおり承認した。 
 

○第３号議案について教育部長が議案説明を行った。 
・第３号議案について、大井小学校放課後児童会、詳徳小学校放課後児童会に

ついて対象学年を６年生まで拡大して開設するため規則改正を行うもので

ある。 
保津小学校放課後児童会については、開設場所を変更するもので、亀岡川東

学園放課後児童会は、義務教育学校への変更に伴う名称の変更である。 
 

○説明を受け、委員から次の質問・意見があった。 
委 員  保津小学校放課後児童会は学校前の道路を横断する機会が増える

ので交通安全に留意するよう対応する必要がある。 
 
事務局  横断も含め交通安全の啓発・指導に努めたい。 

 

○第３議案について原案どおり承認した。 
 

 

(５)報告事項 

①平成２８年度公立中学校卒業生徒の進路状況について 

②「コンプライアンス・ハンドブック」の配布について 

③平成２９年度「高齢者さわやか教室」について 

④平成２９年度家庭教育支援事業“子育て・親育ち講座”について 

⑤平成２９年６月教職員研修講座のお知らせ 

⑥平成２９年度サイエンスフレンズ学習クラブ募集要項配布について 

⑦平成２９年度サイエンスサポーター募集の依頼について 

 

 

○教育長報告及び各課長等からの報告を受けて、委員から次の質問・意見があ

った。 

 

＜「コンプライアンス・ハンドブック」の配布について＞ 

委 員  新規採用教職員には全員配付したとのことであるが、他の教職員へ

はどうしたのか。 

 

事務局  全教職員に配付し、職員会議や研修で活用している。 

 

 



 4

 

＜英語教育の推進について＞ 

委 員  教員には、忙しい中、さらに負担を増やすことになるが、これまで

の進捗状況はどうか。 

     デジタル教材が発表されるようなので活用に努めてはどうか。 

 

 

事務局  小学校３・４年生を対象に、総合学習の時間を活用して、秋以降に

１０時間程度試行として外国語活動を行う予定である。 

      それまでに、研修など準備を整えるよう各校に依頼している。 

      また、小中連携を進め、学校段階間の円滑な接続を図りたい。。 

 

委 員  ６月２４日（土）に同志社女子大学と連携して土曜日活用の中で 

１～６年生を対象に英語を学ぶ機会を設けることとしている。 

 

委 員  中学校と小学校の発達段階が異なる部分もあるので、それを考慮 

する必要があるのではないか。 

 

教育長  ３０年度からの実施に向けて準備を整えたい。 

 

委 員  文部科学省が教材など作成・配布することとなっているので活用 

に努めてほしい。 

 

 
（６）閉会   
   ○教育長が閉会を宣言 
                               以  上 


